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令和４年度 東京都立荒川工業高等学校 全日制課程 学校経営報告 

 

東京都立荒川工業高等学校長 

西 牧 豊 実 

１ 今年度の取組目標と方策  

（１）教育活動の目標と方策に対する成果と課題  

ア 学習指導の充実・工夫 

【成果】 

（ア）習熟度別学習形態での指導を充実させ、学力の向上を図った。（国語・数学・英語で実施） 

（イ）オンラインでの個に応じたきめ細かな指導を実施 

（ウ）全教職員９０％以上がＩＣＴ機器を積極的に活用した。  

  （エ）新聞・読書推進週間を教科横断的に実施 

（オ）「課題研究」では、各科の代表者による発表会を全校で実施 

【課題】 

  （ア）生徒の実態に即した基礎・基本的な学力の定着 

（イ）企業と連携した授業（知の連携）の実施 

（ウ）ＰＢＬへの取組と全教科での実施 

（エ）全教科でのオンラインでの学習指導の充実 

イ 進路指導の充実・工夫  

【成果】 

（ア）３年間を貫く進路指導計画の確実な実施 

（イ）ＩＣＴリーダーとの連携によるオンラインでの企業見学や採用面接の迅速対応 

（ウ）民間ＯＢや企業と連携により、マナーやコミュニケーション能力向上 

（エ）工業３科が連携し、資格取得、各種検定の合格を目指して補講・補習を実施 

【課題】 

（ア）校外での進路行事の実施。企業や専門学校等の学校外部との連携を強化。 

（イ）オンラインでの企業説明会への参加方法や面接に向けた体制つくり 

（ウ）コロナ禍における企業との連携方法と進路ガイダンスの充実 

ウ 生活指導の充実・工夫  

【成果】 

（ア）生徒の規範意識向上に向けた統一指導の徹底と巡回指導による授業規律確立 

（イ）始業式や終業式にて適宜、ＳＮＳの活用方法につい注意喚起（トラブル０） 

（ウ）遅刻、欠席時は、家庭へ欠かさず連絡し、粘り強く指導を実施 

（エ）教育相談委員会の計画的実施と教育相談センターと連携した校内研修会実現 

【課題】 

（ア）チャイム始業・就業とともに、授業準備は休み時間に行うことを徹底 

（イ）セーフティ教室などの学校行事による注意喚起 

（ウ）特別な支援を必要とする生徒及びその保護者への支援 



  エ 特別活動・部活動の充実・工夫 

【成果】 

  （ア）教科「人間と社会」におけるボランティア活動の実施 

  （イ）企業と連携した主権者教育の実施 

  （ウ）学年単位で工夫し、スポーツ大会等クラスの親睦を深める特別活動を実施 

  （エ）コロナ禍による文化祭実施 

  （オ）校長発信の「あらこう散歩」月に２～３部継続発行 

【課題】 

  （ア）教科「人間と社会」における地域関係団体との連携強化と安全の確保 

  （イ）「知の連携」を活用した学校行事の充実 

  （ウ）コロナ禍における部活動の活性化に向けた方策 

  （エ）コロナ禍により、交通安全運動、地域祭り、地域貢献活動等規模を実施 

オ 健康づくりの啓発  

【成果】 

（ア）新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策の徹底及び組織体制の強化 

（イ）生徒登校時における生徒の健康チェック体制確立（アルコール消毒の徹底） 

（ウ）全教員共通理解におけるマスク着用への統一指導徹底 

（エ）体調不良者への別室対応体制確立 

（オ）管理職へのＰＣＲ検査受診者の報告・連絡体制の確立 

【課題】 

（ア）コロナ禍における生徒の安心・安全の確保 

（イ）生徒健全育成に向けた保護者との連携強化 

（ウ）学校の感染症拡大防止への取組に対する保護者への理解と協力 

（エ）教育相談体制の確立に向けた特別支援コーディネーターとの連携強化 

（オ）コロナ禍が影響となる生徒の精神的なストレスの把握と具体的な解消方法 

カ 生徒募集活動・学校広報活動の充実・工夫 

【成果】 

（ア）近隣中学校校長会において本校の生徒募集活動・学校広報活動の充実 

（イ）学校案内の刷新 

【課題】 

（ア）学級減による文化祭の在り方を検討。地域祭りでの魅力発信方法の検討 

  （イ）本校オンライン学習支援方法について受検生やその保護者への理解促進 

キ 学校経営・組織体制の改善・充実  

【成果】 

（ア）学級減により、課題解決意識の向上と学校ビジョンの共通理解 

（イ）経営企画室との連携強化による円滑な事務処理 

（ウ）いじめ０、体罰０（いじめ及び体罰防止アンケートの適切な実施） 

（エ）個人情報紛失・流失事故０ 

（オ）学校評価アンケートの改善（業者委託）と授業評価アンケートの実施 

（ク）コロナ禍による健康チェック体制継続 

 



【課題】 

（ア）学級減への適切な組織対応 

（イ）多様化するＩＣＴ関連業務に対応する組織的な対応 

（ウ）定時制課程との協働体制 

 

（２）重点目標と方策  

ア 安全教育の推進 

【成果】 

荒川区との防災協定について再検討開始 

【課題】 

コロナ禍における地域の消防署や警察署との連携 

 イ 学習課題の把握と授業力の向上 

 

 

 

 

 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

生徒の基礎学力を 

把握 

定着が不十分な生徒に対し 

て、個に応じたきめ細かな指導 

学力不振による 

中途退学者０ 
○：０名 

生徒理解を目的とした各学年

ケース会議の実施 

各学期１回以上

実施 
○：３回実施 

授業改善の組織体制

を構築 

ＩＣＴ機器等を活用した授業 

の実施 

各教科計画的に

実施 
○：全教科実施 

教師道場、研究員制度、若手教 

員研修を活用した研究授業や 

校内研修を実施 

各学期１回 ○：３回実施 

新しい価値を創造す

る力を育む教育を工

夫・改善して推進 

「課題研究」「実習」及び「拠点 

校実習」では、科学的探求力の 

育成について成果をまとめ、主 

体的・対話的な深い学びへと 

繋げる。 

発表機会を設定 

○：課題研究 

全校生徒参加

による体育館

で実施 

学校図書館や読書週

間を活用した本に親

しむ習慣の確立 

教科横断的に授業の中で図書

館を活用した調べ学習を実施

する。 

不読率を５０％

以下 

×：不読率 

８０％ 

より良い生き方を主

体的に選択して行動

する力の育成 

地域や関係機関と連携し、教科 

「人間と社会」の指導内容・方 

法を工夫改善 

各章における発

表会の実施 
×：未実施 

英会話コミュニケー

ション能力の育成 

基礎的な学習を繰り返し、英語 

に対する苦手意識を払しょく 

させる。 

英検受験者 

１０名以上 
○：１１名受検 



ウ キャリア教育の充実と免許・資格の取得・合格  

 

 

エ 規範意識の向上と良好な人間関係構築 

 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

生徒一人ひとりの適
性に応じた進路希望
の実現 

生徒一人一人の進路希望を 

把握する。 

進路決定率 

１００％ 
○：１００％ 

生徒一人一人の能力を引き出
す就労支援 

就職決定率 

１００％ 
○：１００％ 

外部講師を招聘し、社会人とし
てのマナーやコミュニケーシ
ョン能力を高める。 

１回以上実施 〇：実施 

第２学年でインターンシップ
を実施する。また、教員で各イ
ンターンシップ先の企業訪問
を実施する。 

１人１社以上 

参加 

〇：実施 

実施形態見直
し。 

工業系、電気系大学と連携した
出前講義 

１回以上実施 ×：未実施 

地域のものづくり産業と連携
した進路ガイダンスの実施 

年１回以上 ○：１回実施 

国家資格の合格 
電気工事士（第一種、第二種） ２０名以上 ○：２６名合格 

工事担任者（DD3 種、AI3 種等） ５名以上 ×：０名 

各種検定 

英語検定への受検 １０名以上 ○：１１名受検 

計算技術検定への受検 １００名以上 ×：５２名 

情報技術検定への受検 ５０名以上 ×：３５名受検 

各種制度の認定 ジュニアマイスター顕彰制度 各科１名以上 
△：ブロンズ表
彰生徒４名 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

生活指導の充実 

頭髪服装指導 年３回以上 ○：各学期実施 

いじめ・暴力行為・自他生命の

尊重を目的とした全校集会や

学年指導 

年３回以上 ○：各学期実施 

ＳＮＳ使用の指導（全校集会） 年３回以上 ○：各学期実施 

基本的生活習慣の 

確立 

○登校時の校門指導 

（皆勤者の増加） 

各クラス５人 

以上 

〇：皆勤者 

２人 

○粘り強い遅刻指導 

（１日当たりの平均遅刻者数） 
１０人以下 ×：１０名以上 

教育相談体制の確立 

スクールカウンセラーや特別

支援コーディネーターと連携

した教育相談委員会を実施す

る。 

年３回以上 
○：３回以上 

実施 

中途退学者の未然防

止 

外部関係機関と連携し、セーフ

ティ教室、薬物乱用防止教室、

交通安全教室を行い、非行防止

や犯罪被害の防止に取り組む。 

中途退学者０ ×：６人 



オ 特別活動・部活動の活性化 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

オリンピック･パラ
リンピック教育推進 

各ボランティア活動へ積極的
に参加させ、自発的な貢献力
を育成する。 

年３回以上 ×：未実施 

パラリンピック競技
の理解 

障がい者スポーツ選手の招聘 年１回以上 ×：未実施 

部活動の活性化 

各種競技大会・コンテスト等
への積極的な参加を促し、入
賞体験等を通じて自己肯定感
や達成感を味あわせる。 

各部年２大会回 

以上参加申し込
み 

○：各部公式戦
参加 

文化・スポーツ等特別推薦を
実施し、部活動に意欲ある生
徒を確保する。 

加入率８０％ 

以上 
×：７７％ 

生徒対象の熱中症防止研修等
を実施し、安全指導の徹底を
図る。 

重大事故０ ○：重大事故０ 

 

カ 生涯にわたる心身の健康の保持増進  

 

キ 専門高校の魅力を発信する広報活動と生徒募集対策  

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

学校保健計画に基づ
き、生徒の心身の関
わる健康づくりの推
進 

薬物乱用防止教室 年１回以上 〇：実施 

新型コロナウイルス感染症の
注意喚起と情報発信 

適宜実施 ○：適切に実施 

食物アレルギー等に関する校
内研修を実施し、緊急時の組
織体制の確立 

年間１回以上 ○：適宜実施 

感染症予防ガイドラインの校
内研修 

年間１回以上 ○：適宜実施 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

学校の魅力を効果的

に発信する広報活動

の推進と生徒募集対

策の充実 

在校生による母校訪問 １年生３０名以上 〇：実施（３年生） 

ホームページからの情報発信 週１回以上 〇：週１回 

電気科・電子科・情報技術科を

分かりやすく解説した学校案

内の作成 

７月末までに完成 ○：８月末完成 

学校説明会 

各３回以上 

○：全て実施 

×：２回実施 

×：２回実施 

授業公開 

体験入学 

小学生工作体験教室 

年１回以上 ○：実施 わくわくどきどき工作スタジ

オ 

中学校の教職員や塾教員を対

象にした学校説明会・見学会 
年１回以上 ○：実施 



 

ク 学校課題解決に向けたチーム力の強化  

 

重点目標 方策及び各資格・検定 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

課題解決に向けたチ
ーム力の向上とチー
ム効力感の情勢 

服務事故の防止や教育課題
等を目的とした校内研修 

年３回以上 ○：３回実施 

個人情報の管理徹底を目的
とした校内研修 

年２回以上 ○：２回実施 

定時制課程との協働体制を
推進する各種連絡会の実施 

随時 ○：適宜実施 

地域とのパートナー
シップの確立 

都立学校開放事業、東部オー
プンフェスタ、地域の南千住
祭り、保育・障がい者施設等
のボランティア活動 

年５回以上 △：２回実施 

ライフ・ワーク・バラ
ンスの推進と業務の
効率化 

企画調整会議の資料を有効
活用した職員会議の運営に
より、資料作成業務を縮減 

在校時間月６０時
間超えの教員ゼロ 

×：時間超過勤
務教員あり 

○：閉庁日実施 閉庁日の設定や計画的な年
休取得 


